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令和７年の労働災害発生状況を公表します 

～ 60歳以上の高年齢労働者の死傷者数が過去最多 ～ 

厚生労働省奈良労働局（局長 石崎琢也）は、令和７年（１月～12月）に県内で発生した

休業４日以上の労働災害の発生状況を次のとおり取りまとめましたので、公表します。 

〈令和７年の労働災害発生状況の概要〉 

１ 奈良県内の労働災害による死亡者数は前年より減少、死傷者数は増加 

  新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除いた労働災害による死亡者数は５人（前

年比１人減）、休業４日以上の死傷者数(以下「死傷者数」という。)は1,377人（前年比74人増）。 

  なお、新型コロナウイルス感染症へのり患による労働災害の死亡者数は０人（前年同数）、

死傷者数は60人（前年比55人減）。 

２ 業種別では、商業、建設業を始め、多くの業種で労働災害が増加 

新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除いた労働災害の死傷者数について、最も

増加数が多かった業種は商業（R6:209人→R7:247人、38人増）、次いで建設業（R6:117人→

R7:144人、27人増）。 

このほか、製造業（R6:272人→R7:277人、５人増）、林業（R6:18人→R7:24人、６人増）、

保健衛生業（R6:211人→R7:217人、６人増）、接客娯楽業（R6:97人→R7:101人、４人増）、

警備業（R6:18人→R7:23人、５人増）でも増加。 

一方で、運輸交通業（R6:143人→R7:129人、14人減）は減少。 

３ 高年齢労働者の死傷者数が過去最多 

新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除いた60歳以上の高年齢労働者の死傷者

数は、前年より増加（R6:393人→R7:472人、79人増）し、統計のある平成11年以降で過去最多

となった。全体に占める割合も前年より上昇（R6:30.2％→R7:34.3％）し、過去最高となった。 
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令和７年の労働災害発生状況 

 

１ 令和７年の労働災害の特徴等（新型コロナウイルス感染症へのり患による労働災害を除く。） 

（１）死亡者数の動向 

ア 令和７年における死亡者数は５人となり、前年の６人より減少しました。 

イ 死亡災害が発生した業種は「製造業（１人）」「保健衛生業（１人）」「接客娯楽業

（１人）」「警備業（１人）」「その他の事業（１人）」でした。 

ウ 事故の型は「はさまれ・巻き込まれ（２人）」「高温・低温の物との接触（２人）」

「爆発（１人）」でした。 

    

（２）死傷者数の動向 

 ・令和７年の労働災害による死傷者数は 1,377 人となり、前年に比べ 5.7％増加しました。 

 ・事故の型別に見ると、転倒災害が大幅に増加し、統計のある平成 11年以降で過去最多となり、

災害全体に占める「転倒」の割合も、過去最高の 28.9%に達しています。 

事故の型 
発生件数 

（令和７年） 

構成比 

（令和７年） 

発生件数 

（令和６年） 

構成比 

（令和６年） 

発生件数の 

対前年増減率 

転倒 398 28.9% 331 25.4% 20.2% 

墜落・転落 218 15.8% 204 15.7% 6.9% 

動作の反動・

無理な動作 
202 14.7% 218 16.7% ▲7.3% 

はさまれ・ 

巻き込まれ 
117 8.5% 140 10.7% ▲16.4% 

切れ・こすれ 89 6.5% 82 6.3% 8.5% 

交通事故 82 6.0% 78 6.0% 5.1% 

飛来・落下 66 4.8% 47 3.6% 40.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）業種別の動向 

（３）業種別の動向 

＜「事故の型」の分類について ＞ 
 
・転倒：通路や床などで足を滑らせたり、何らかの物につまずいたりして転ぶ場合のほか、重機を運転していて、横転した

場合を含みます。 
 

・墜落・転落：高所から落ちて死傷するほか、はしごや階段などから足をすべらせた場合、車や重機を運転していて作業場 
や道路から落ちる場合を含みます。 

 
・動作の反動・無理な動作：腰痛のほか、ねんざを含みます。 
 
・はさまれ・巻き込まれ：運転中の機械などに体の一部をはさまれたり、巻き込まれたりして死傷するほか、ドア、台車、

荷物や資材などに手足や指をはさむ場合を含みます。 
 
・切れ・こすれ：機械や手工具などで体の一部を切ったりこすったりして死傷するほか、包丁や割れた食器で指等を切る 

場合を含みます。 
 

・交通事故：公道上での事故のほか、私有地内での事故も含みます。 
 
・飛来・落下: 飛んでくる物、落ちてくる物等が主体となって人に当たった場合をいい、自分が持っていた物を足の上に 

落とした場合を含みます。 
 
なお、労働災害の「事故の型」には、上記のほかに、激突、激突され、崩壊・倒壊、感電、火災などがあります。 
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【製造業】 

・死傷者数は前年に比べ 1.8％増の 277 人、死亡者数は前年から１人増の１人となりました。 

・死傷者数の構成比を事故の型別に見ると、「はさまれ・巻き込まれ」が 25.3％と最も多く、次

いで「転倒」が 23.1％、「動作の反動・無理な動作」が 10.8％、「切れ・こすれ」が 10.5％、

「墜落・転落」が 6.9％と続きました。 

・「はさまれ・巻き込まれ」は機械設備に身体の一部が挟まれる災害が多く、機械設備の運転を

停止しないで修理、調整、清掃、異物の除去等を行い被災する事例が多くみられます。 

【建設業】 

・死傷者数は前年に比べ 23.1％増の 144 人、死亡者数は前年から１人減の０人となりました。 

・死傷者数の構成比を事故の型別に見ると、「墜落・転落」が 35.4％、「転倒」が 14.6％、「切

れ・こすれ」が 9.7％を占めました。 

【運輸交通業】 

・死傷者数は前年に比べ 9.8％減の 129 人、死亡者数は前年に引き続き０人となりました。 

・死傷者数の構成比を事故の型別に見ると、「墜落・転落」が 24.8％、「転倒」が 17.8％、「動

作の反動・無理な動作」が 17.8％、「はさまれ・巻き込まれ」が 10.9％を占めました。 

・運輸交通業のうち、道路貨物運送業では、78.9％が荷物の積み降ろしなどの荷を取り扱う作業

（荷役作業）で発生していることが特徴です。 

 【小売業】 

・死傷者数は、前年に比べ 16.7％増の 196 人、死亡者数は前年に引き続き０人となりました。 

・死傷者数の構成比を事故の型別に見ると、「転倒」が 37.8％、「動作の反動・無理な動作」が

15.8％、「墜落・転落」が 12.8％、「交通事故」が 9.7％、「切れ・こすれ」が 8.2％を占め

ました。 

・小売業では、バックヤードや店内で移動する機会が多いこと、商品等の重量物の取扱いが多い

ことが影響しています。 

・交通事故は新聞販売業で多く発生しており、小売業における交通事故による死傷者数 19 人の

うち 15 人（78.9％）を占めました。 

 【社会福祉施設】 

・死傷者数は、前年に比べ 11.4％増の 166 人、死亡者数は前年から１人増の１人となりました。 

・死傷者数の構成比を事故の型別に見ると、「転倒」が 34.3％、「動作の反動・無理な動作」が

30.7％を占めました。 

・社会福祉施設では、訪問介護先や施設内において移動する機会が多いこと、また、介護・介助

作業で移乗や体位変換などを行うことが影響しています。 

 【飲食業】 

・死傷者数は、前年に比べ 8.3％減の 55 人となりました。 

・死傷者数の構成比を事故の型別に見ると、「転倒」が 29.1％、「切れ・こすれ」が 20.0％、

「高温・低温の物との接触」が 20.0％でした。 

・死傷者数の構成比を年齢別に見ると、一般に危険感受性が十分に高くない若年・未熟練である 25 

歳未満の労働者が 29.1％（全産業では 6.2％）を占めました。 
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参考 業種別で見た主な事故の型の発生割合 

 

 

２ 高年齢労働者の労働災害の状況（新型コロナウイルス感染症へのり患による労働災害を除く。） 

 ・60歳以上の高年齢労働者（以下「高年齢労働者」という。）の令和７年の死傷者数は472人となり、

前年より79人増加しました。 

 ・令和７年の死傷者数を年齢別に見ると、高年齢労働者が34.3％を占めました。 

 ・高年齢労働者の死傷者数を業種別に見ると、商業が最も多く（104人）、次いで保健衛生業（84

人）、製造業（69人）の順で多くなっています。教育・研究業では、死傷者12人中、７人が高年

齢労働者となり、高年齢労働者が被災する割合が58.3％で最も高い業種となりました。 

 

 

３ 参考資料 

参考資料１：令和７年業種別労働災害発生状況 

参考資料２：令和７年発生の死亡災害事例 

参考資料３：死亡者数の推移 

参考資料４：死傷者数の推移 

参考資料５：高年齢労働者の労働災害発生状況 

業種 転倒 墜落・転落 
はさまれ・

巻き込まれ 

動作の反動・

無理な動作 

切れ・  

こすれ 
交通事故 

製造業 
（277 人に占める割合） 

23.1% 6.9% 25.3% 10.8% 10.5% 0.7% 

建設業 
（144 人に占める割合） 

14.6% 35.4% 9.0% 6.3% 9.7% 1.4% 

運輸交通業 
（129 人に占める割合） 

17.8% 24.8% 10.9% 17.8% 0.8% 8.5% 

保健衛生業 
（217 人に占める割合） 

38.2% 10.1% 1.8% 29.0% 1.4% 5.5% 

全産業合計 
（1,377 人に占める割合）

28.9% 15.8% 8.5% 14.7% 6.5% 6.0% 


